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① 西口駅前広場の現況課題の整理 
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○駅前広場南側の環境空間は、駅とサンライズカマタ、サンロードカマタのアーケード街を結ぶ
空間であり、広場をフラット化し、イベントスペースとして活用するなどにぎわいを創出する
空間としての整備の要望が高い。 

○日本工学院方面への歩行者に対しての動線整備が必要。 

○駅前広場外の歩道にバス乗降場があることにより、バス利用者の滞留が歩行者等の通行を妨げ
ている。 

交通
機能 

○バスの乗車場、降車場が駅から離れており、結節機能の強化が必要。 

○一般の通過交通が広場内に進入し、バス、タクシー動線と交錯している。 

○一般車両の停車スペースがない。 

○広場面積の不足（※蒲田駅周辺地区グランドデザインより） 

現状の面積（通過交通部除） 現状必要 
面積 

現状不足 
面積 

将来必要 
面積 

将来不足 
面積 

 
 

 

課
題 

 

広場 

面積 

約 4,100 ㎡ 約 4,500 ㎡ 約 400 ㎡ 約 5,400 ㎡ 約 1,300 ㎡ 

 

・西口は、歩行者のにぎわい創出のための空間が不足しており、イベントスペース整備に対する地元要

望も高い。 

 

 

駅前広場の現況課題、留意点 

 

・公共交通の利用促進を図る低炭素都

市づくりの推進等、 新の動向への

対応。 

 

・現在及び将来の駅前広場需要に対す

る駅前広場面積の不足。 

 

・補助 37 号線、駅街路 3号線のバス乗

降場等、駅まで遠く不便な交通施設

の存在。 

 

・地元要望の高い駅前広場におけるイ

ベントスペースの確保。 

 

 

課題解決の方向性 
 

【課題解決の方向性①】 

 

・バス乗車場の待機スペースとしての活 

用による全体のバス乗降場数の削減を

検討する。 

【課題解決の方向性②】 
 

・既存の広場南側の滞留空間のフラット 

化によるイベントスペースを確保する。 

８．西口駅前広場の検討 

② 西口駅前広場の課題解決の方向性 
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